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202３～202４ 
 
  役 員 
 
 

 

 
２月 
誕生日 

会  長  石田由美子 

副会長   武田寿子 

書  記    福田宏子 

会  計    小林康男、郡家学 

会計監査  加藤光信、若林成幸 

担当主事 橋本唯 

メネット連絡 小林貴美子 

直前会長  小林康男  

風早寿郎（16）  福田肇（11） 

 

 

 例会出席者数   57,9 名（ズーム０名）  

在籍会員数     １９名 

出席会員数     １１名（ズーム０名） 

出 席 率      ％  

メイクアップ(内数)    ０名 

メネット・コメット・孫メット ２名（ズーム０名） 

ゲスト・ビジター  ５名（ズーム０名） 

例会充足率    115％ 

アソシエイト会員 ４名（ズーム０名） 
にこにこ BOX          ２０００円 

    累  計 27,400 円  

ファンド（たかラムネ）       14,000 円  

              累  計 37,515 円 

（真菰茶）         累  計 28,375 円    

(豚  肉)        累  計 5,000 円 

 ファンド合計    98,290 円 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P)     Urlik Lauridaen (Denmark) 

    主 題       “Let Your Light Shine”   「輝かそう、あなたの光」 

      スローガン   “Good Communication Is the Cornerstone in Every Cooperation” 

        「良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である」 

アジア太平洋地域会長(AP)  Keiko Tonegawa  （Japan） 

 主 題     “Be the Iight for change  「変革のための光となろう」 

      スローガン   “Shine and empower through fellowship  「親睦を通じて輝き、力を得よう」 

西日本区理事(RD)  深谷 聡 （名古屋クラブ） 

      主 題      「未来に灯そう（ともそう）きぼうの光」 

      副 題     「互いに認め合う 世界の友」 

六甲部長        井出 浩 （神戸クラブ） 

     主 題    「YMCAとのさらなる協働を目指して」 

宝塚クラブ会長    石田由美子 

主 題      「楽しくなければワイズじゃない！」  No enjoyment ,no Y’s  Iife 

 
 
 

２０２４年２月例会（ハイブリッド） 
日  時 ： ２０２４年２月１４日（水)１８：３０ 
場  所 ：    宝塚西公民館 
会  費        １０００円 
ドライバー     福田宏子  青柳美知子 
開会点鐘     石田由美子会長 
ワイズソング     全   員 
聖書朗読・祈祷   福家清美 
ゲスト・ビジター紹介    会  長 

   会  食 
 
   お  話 
     石原美生子さん  アソシエイト会員 
     宝塚今昔物語 
     聖書より名付けられた「愛の松原 千歳橋」 
 

各委員会報告 
ＹＭＣＡ報告 
ニコニコファンド 

   誕生日のお祝い       会  長 
   ニコニコファンド 

閉会点鐘  石田由美子会長 
 
 

今月のテーマ ： TOF  FF 
 
  世界で飢餓に苦しむ人を想い。TOF 献金を！ 

地域奉仕・環境事業主任 
川口 恵（名古屋） 
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聖   句 

「命の泉はあなたにあり、あなたの光に、わたしたちは光を見る。」 

        旧約聖書・詩編３６編１０節 

 

随     想 

       「神に逆らう者に罪が語りかけるのが、わたしの心の奥に聞こえる」(1 節)。「心に」でなく 

「心の奥に」です。そこに罪が語りかけます。そこを支配したらその人全体を支配できるかのように 

ノックして語りかけます。 

日本初の公害事件と言われる足尾鉱毒事件で闘ったキリスト者・田中正造は、絶筆として 

「自分は自分の内なる悪魔にうち勝てない。なぜなら自分自身が悪魔そのものだからである」と 

記しましたが、そのように、人全体が罪で覆われてしまい、自分で御しすることも 

できなくなります。「自分の望む善は行わず、望まない悪を行っている」（ローマ 7 章 19 節）と 

パウロも悲痛な叫びを遺しましたが、パウロから 1000 年以上も前に生きた、この詩編の 

作者ダビデも同じ叫びをあげていました。 

しかし、そんなダビデが、なんと、自分の醜い姿を洗いざらい吐露しているのです。なぜ、 

吐露できたのでしょうか。 

      赦しの中にいたからです。ダビデは自分の罪を赦し愛してくださる神に抱かれていることに 

気づいていきました。ダビデの悔い改めは、周囲からの強迫によって起こったのではなく、 

赦されていることの自覚から起こったのでした。 

        ダビデは王として華々しい活躍を行い、人々から絶大な尊敬を受けました。しかし、 

同時に陰の部分を持っていました。それは誰にも言えない恥ずかしい陰でした。 

「え、あのダビデが？」と疑わざるを得ないような陰でした。しかし、自力で繕うことのできない 

破れが赦され、繕われ、癒される場こそ、神との出会いの場でした。ダビデが自らの陰を 

神の前に告白できたのは、彼が神と向かう中で神に赦されていたことに気づいたからでした。 

そして、その赦しの中にあることに気づいたからこそ、自分がしたことに対する責任を 

負う覚悟ができたのでした。 

      「命の泉はあなたにあり、あなたの光に、わたしたちは光を見る」（10 節）。この光は、そんな 

赦されていることから生まれた表現でした。 

私たちにもこの光が届けられます。確かにこの光は、神の目は節穴であると「たかを 

くくっていた」（高橋三郎訳）自分の醜さに気づかされる光です。 

しかし同時に、尊い血潮を通してこれを赦してくださる神の無尽蔵の愛に身を浸らせることが 

できることに気づいた光でもあります。 

その時、「悔い改め」が「感謝」と「賛美」の別表現であることに気づくのです。 

                             

                                                  浦上結慈 
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出  席：青柳、郡家、武田、多胡、長尾、福家、若林、石田、福田ｈ 

会  場：宝塚西公民科館 104 号 

時  間：1/17  15:15~17:00 

 

1.オンライン役員会(1/15)報告 

 ・部長報告（能登半島地震、京都パレスクラブ企画「ラオスに YMCA を！」特別委員会、 

      第 2 回評議会開催） 

・協議案件(次期理事支援金)  

  ・能登半島地震への募金は各クラブで実施、宝塚クラブは 1/20 に募金箱を設置する 

２．2 月以降例会スピーカー（候補) 

  ２/14 メンバースピーチ 石原美生子さん TOF 例会：Re Born のお弁当￥650 予定 

  ３/13  R1/F ?  予定 

３．２月以降の予定 

  2/03(土) 第３回六甲部役員会(対面) 

  2/10(土) 六甲部メネット事業委員会 絵本プロジェクト＠たかとり児童館３Ｆ：15:00~ 

      アソシエイト・喜多邦子さん朗読協力 

３/03(日)  TIFA 懇話会 13:00  石田会長出席予定 

3/08(金)    NGO 展準備 

3/09(土)~3/10(日) 西日本区次期会長・主査研修会  新大阪コロナホテル 

      長尾次期会長、石田次期広報委員長参加 

3/16(土) 六甲部第 2 回評議会 神戸 YMCA 

3/23(土) 「揚がれ、希望の凧」 

5/12(日) たからの市出店 宝塚文化芸術センター 

6/08(土) 西日本区大会 名古屋 単日開催 前夜祭は 6/07 開催 

４．ブリテン 

５．後期会費(1 月～6 月)納入締め切り 1/31 

６．特別例会最終準備会 

  ① プログラム、アンケート 

  ② ＰＣ（パワーポイント搭載）、プロジェクター、マイク(2 本)？ スクリーンは正面壁面利用 

  ③ 謝礼は 1 万円 

  ④ 能登半島地震支援募金箱Ｘ２ 

  ⑤ 物販：酒粕クッキーｘ25，白みそクッキーx25 各￥600 ⇒全額川崎さんへ 

      真菰茶、たかラムネ 

  

 

書記 福田宏子 

 

１月事務例会報告 
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予てより、ワイズメンズクラブの活動を広く知ってもらうため、一般の方々が無料で参加できるオープン例

会の開催を考えていましたが、今回、障がい者を持つ家族が、「障がいのある人々が安心して暮らせる社会を

実現するために」と啓蒙活動を行っている団体『クルーズ』の皆様をゲストに迎え、１月特別例会として１月２０

日（土）午後 2 時より宝塚市立西公民館セミナールームで実施されました。 

 第 1 部では障がいのある子どもたちで結成された『ポップ

ンリンガーズ』による、ハンドベルの歓迎演奏が行われまし

た。最初の曲は「星に願いを」次に「オーバーザレインボー」

「SING」と続き最後はお馴染みの「アメイジンググレイス」で

締めくくられました。どの演奏も素晴らしいものでした。 

   第 2 部は『クルーズ』のメンバーによる指導のもと「疑似

体験学習会」が行われました。 

これは「心の輪を広げよう活

動」として、参加者に知的障

がい者を中心とした障がい

者の「生きづらさ」を知って

貰えるか、感じてもらえるか

を考えながら作られてきたも

のです。 

 はじめに、「ぼくたちの世

界」の詩の朗読があり、障がいのある子どもが「どのように感じ、どのように考えているのか」を知ることができま

した。 

   次に実際に疑似体験として、ピンホールメガネを使ってピンスポ

ットの見えにくい世界を体験、ゴム手袋を使ってのシール貼りの思うよ

うにできない難しさの体験、また「街で録音した音」や「口を隠しての

指示だし」による聞き取りにくさの体験、言葉が理解できない中での不

安等を体験しました。 

 こうした体験を通し、障がい者の「生きづらさ」「不自由さ」を共有する

ことにより今後どのような支援をすれば良いのかをいろいろ考えることができました。 

  

 

 

 

 

 

 

     オープン例会・第１例会報告     
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その後、石田会長の開会点鐘により引き続き通常の例会が行われました。 

「メンバー30 秒スピーチ」ではみんな雄弁で 30 秒の時間制限も何のその、予定時間をはるかに超えてやっと

終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回はセミナールームの前にあるギャラリーで、障   

がい者の皆様の作品を展示する「キラリと輝くアー 

展」も同時に開催され、多くの人に見ていただきま   

した。                     

小林康男 
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 毎年六甲部で７クラブ合同で開催されていたキラリと輝くアート展を今年はまず宝塚クラブ 

独自で開催することになった。 

 オープン例会として障碍のある方々と共に共生できる優しい社会

を目指しての擬似体験プログラムと共に開催できることは有意義な

アート展につながるとの判断での開催。 

 年末に急遽宝塚市内の障碍者施

設や作業所を周りアートの出展を

依頼した。年明けには六団体から

の出展の依頼が入り、前日の 19

日の午後から作品が集まってきた。 

 西公民館の３階のギャラリーは個人の書道、絵画、作業所の

方々によるグループワークの作品と素晴らしい作品の数々が展示

できた。 

 作品を出展してくださった方からその作品への想いなどを伺い、交流のひと時も楽しむことがで

きた。また、施設の職員の方々からはこのような場を設けてくださるのはとても励みになります。

今後ともどうぞよろしくとのお声をいただいた。 

 たった 1日の展示で当日に見にきてくださった方々は約 50人と少なかったが、豊かな場の提供が

できたことは嬉しい C S活動の場でもあった。 

                                CS 担当 多胡葉子 

 

 

 

 

キラリと輝くアート展 

会長挨拶 
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 1 月 22 日(月)18:30 から神戸 YMCA で第 1 回実行委員会が開催されました。 

7 年前とほぼ同じ顔ぶれで何だか昨日の事の様な感じがしました。 

前回との大きな違いは 2 日間の開催ではなく、2025 年 6 月 14 日(土)、ANA クラウンプラザホテル神戸では

ありますが単日開催であるという事です。 

宝塚クラブは芦屋クラブと共にプログラム委員会を担当しますが今回一番難しいのがプログラム編成でしょう。 

今迄 2 日間で組んで来た数々の決まり事をどの様にばらして 1 日にするか、まずこれが決まらないと会場手

配、時間の振り分け、登録費、そして大会予算が決まらない事になります。早速、2 月 5 日(月)、第 1 回小委

員会の招集がありました。 

 「コンパクトでありながら感動とワイズの楽しさ一杯」、これを目指して 1 年半努力して行きます。幸いな事にこ

の大変な委員会のリーダーは若林成幸委員長です。得意技です！                    

大会実行委員会 石田由美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【YMCA ニュース】 

1 月 1 日 16 時 10 分頃、石川県能登半島を震源とする地震（M7.6）が発生しました。 

地震で犠牲になられた方々のご冥福をお祈りいたします。 

併せて被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。 

 

能登半島地震への緊急支援募金の開始についてお知らせいたします。 

【能登半島地震 YMCA 緊急支援募金 2024】 

◆第 1 次募金期間：2024 年 3 月 31 日まで 

◆募金使途： 

・被災地近隣 YMCA と協働して行う、能登半島地震の被害を受けた地域への支援活動。 

・YMCA が関係する災害支援団体との協働で行う支援活動 

＊詳細は随時、日本 YMCA 同盟のウェブサイトでお知らせします。 

＊神戸 YMCA ホームページにも掲載予定 

 

  第 28 回西日本区大会実行委員会報告 
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◆募金方法：YMCA の窓口へ直接お持ちいただくか、以下にお振込みください。 

①銀行振込    [  三井住友銀行／三宮支店／普通 1018541／神戸 YMCA  ]    

      ※お名前の前に「4」を記載ください。 

      （１：国際協力 ２：ウクライナ ３：パレスチナ 4：能登半島地震） 

②お近くの YMCA 

③お振込み 

 

                                                連絡主事  橋本 唯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 月は能登半島の地震から始まり、例会がオープン例会ですこし遅れ、さらに中学校の先輩で親しくして頂

いた杉谷和代ワイズが亡くなり、私だけで無く、宝塚クラブ全体が落ち込いました。ブリテン作成が遅れまし

た。申し訳ありません、皆でご冥福をお祈りしています。 

ブリテン担当  長尾  亘 

 

 

 

 

 

 

 

       ≪後期２０２４年１月～６月、会費納入のお願い≫ 

                  口座名    三菱 UFJ 銀行  宝塚中山支店 

                  口座番号   ４５８５８３６ 

                  口座名     宝塚ワイズメンズクラブ 

             

                                            会 計  小林康男 

 

編集後記 

 

https://www.kobeymca.org/program/index.html

